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令和８年度事業計画 

 

 

《基本方針》 

 我が国においては、少子高齢化・人口減少が急速に進行する中、世帯の構成も大

きく変化し、単身世帯の割合が最も多くなり、独居高齢者や高齢者のみの世帯も年

々増え続けており、２０４０年問題を抱え、生産年齢人口の減少による医療介護人

材をはじめあらゆる分野での人材不足が社会的課題となっています。また、各地で

頻繁に発生する地震や水害などの災害や温暖化による気候変動、さらには、未だに

続いている新型コロナウイルス感染症等の様々な感染症の流行は、国民の健康や経

済に深刻な影響を及ぼし、家族や地域を取り巻く環境を変化させ様々な生活課題を

一層複雑化・多様化させています。 

地域においては、すべての住民の尊厳が守られ、互いに支え合い関わり合うなか

で地域とつながりながら住み慣れた地域で安心した生活を営むことのできる地域づ

くりが求められています。 

しかし一方では、少子高齢化・人口減少により家族機能や地域の支え合い機能が

低下し、近隣住民の関係が希薄化しています。 

こうした状況のもと、住民一人ひとりが住み慣れた地域において互いに支え合い、

誰もが生き生きとした人生を送ることのできる地域共生社会の実現を目指し、住民

や地域の多様な主体が我が事として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超え

て丸ごとつながり、地域課題を共に考え、課題の解決に向けた地域づくりが必要です。 

岩沼市においては、令和８年度から１０年間の第２期岩沼市地域福祉計画がスタート

し、少子高齢・人口減少社会の進行に対応すべく、市内外の多くの方々に住みたい・住

み続けたいと選ばれるまちの実現に向け、多世代が共に安心し生きがいをもって暮らせ

るよう子どもが輝く施策、高齢者や障害者に配慮した施策など様々な取り組みが進めら

れています。 

 本会においては、コロナ禍等によりデイサービスセンターの利用者が減少するなど厳

しい運営状況が続きましたが、現在は、利用者もコロナ禍前の水準に戻りつつあり、引

き続き安定経営に努めてまいります。令和８年度は、第３次地域福祉活動計画の初年度

に当たり、第２次地域福祉活動計画の進捗状況を検証し、第２期岩沼市地域福祉計画と

の連携を図りながら岩沼市をはじめ関係機関・団体等と連携を強化し、地域のつながり

や見守り等により共に支え共に築く住民主体の地域づくりが推進されるよう支援してま

いります。 

地域における支え合いは、住民やボランティアの力が不可欠です。ボランティアセン

ター機能を充実し、ボランティア活動の支援に努めるとともに、次代を担う児童、生徒

に対する福祉教育を推進してまいります。 

 さらに、本会が運営しているデイサービスセンター事業、地域包括支援センター事業、

居宅介護支援事業及び相談支援事業の利用者の確保と安定した運営に努めるとともに、

本会が目指す地域福祉活動計画の基本理念である「みんなでつくる福祉のまちいわぬま」

の実現に向けて地域福祉の推進に努めます。 

 

《重点項目》 

 

１ ボランティア活動支援の充実 

２ 連携・協働による地域福祉の推進  
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《計画概要》 

 

推進目標１ 気軽に参加できる地域づくりの充実 

【取り組み内容】 

（１）地域や居場所づくり支援の充実 

住み慣れた地域において、子どもや高齢者、障害の有無にかかわらず、すべての住民が安心

して生き生きとした人生を送ることができる、地域共生社会の実現に向けた地域づくりを支援

します。地域において気軽に参加できる場がさらに増えるよう、サロンの立ち上げや運営支援、

講師やボランティアの派遣、助成金の交付やレクリエーション用具の貸出による支援を継続し

て実施するとともに、サロン等の情報収集に努め、町内会等へ情報提供を行うなど、居場所づ

くりを支援します。  

（２）町内会支援の充実  

   住民が主体となって地域の支え合い・助け合いが推進されるよう、市民福祉フォーラム事業

等を開催するとともに、町内会の交流の機会や防災活動の一助となるよう、町内会支援事業を

実施します。 

（３）団体支援の充実 

岩沼市共同募金委員会、岩沼市老人クラブ連合会、岩沼市民生委員児童委員協議会の団体事

務では、地域福祉の推進を図る募金活動、生きがいづくりや健康づくりを行う老人クラブ活動、

地域の見守りや相談援助を行う民生委員活動を支援することで、岩沼市内の地域福祉の推進に

努めます。 

  ○ふれあいの広場の開催  

  ○市民福祉フォーラムの開催 

  ○町内会支援事業の実施 

   ・町内会活動助成事業等の実施  

  ○地域交流支援事業の実施  

   ・地域サロン等実施団体への支援  

   ・地域支え合い活動助成事業の実施 

○遊具等無料貸出事業の実施  

○車いす無料貸出事業の実施  

  ○善意銀行設置運営事業の実施 

○ふれあい福祉センター相談事業の実施 

○岩沼市共同募金委員会の事務受託及び事業への協力 

  ○岩沼市老人クラブ連合会の事務受託及び事業への協力  

  ○岩沼市民生委員児童委員協議会の事務受託及び事業への協力  

 

推進目標２ 地域を支えるボランティア育成と活動支援の充実 

【取り組み内容】 

（１）ボランティア育成の推進  

ボランティア活動を身近に意識し、市民一人ひとりが社会における役割を見出し、生きがい

を持って積極的に社会参加できるよう、ボランティア養成講座等を通して、ボランティアの育

成に努めるとともに地域を支える人材の育成に努めます。また、頻繁に災害が発生している状

況を踏まえ、平時から災害の発生に備え、地域において支援活動を行う災害ボランティアの育

成に努めます。 

（２）ボランティア活動支援の充実  

ボランティア活動が推進されるよう、社協だよりやＳＮＳ等を有効に活用し、情報提供を積

極的に行うとともに、情報交換やネットワークづくり等支援内容を充実させ個人や団体のボラ

ンティア活動を支援します。  
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（３）ボランティアセンター機能（仕組み）の充実  

   地域や関係機関と連携して生活の不安や困りごとなどのニーズの把握に努めるとともに、ボ

ランティア登録制度をさらに推進し、ボランティアを必要としている方とボランティア活動を

希望する方との調整機能の充実を図ります。また、災害ボランティアセンターの運営や支援活

動が円滑に行えるよう、岩沼市をはじめ県内外の社会福祉協議会や関係機関・団体等との連携

体制の整備・強化に努めます。 

○ボランティアセンター事業の実施 

・ボランティア養成講座の開催及びボランティアの登録  

   ・ボランティアに関する情報交換やボランティア活動のコーディネート  

・ボランティア保険の加入促進  

○災害ボランティアセンター事業の実施 

・災害ボランティアセンター養成講座の開催及びボランティアの登録  

   ・災害ボランティア活動のコーディネート 

・災害ボランティアセンターの連携体制及び災害用資機材の整備  

 

推進目標３ 地域で学び合う福祉学習の充実 

【取り組み内容】 

（１）継続的な福祉学習・福祉教育の実践  

小中学校を福祉教育実践普及校に指定し、各学校において地域の実態に合った福祉教育活動

を実践していただく環境を整えるとともに、福祉的な視点から地域や関係機関と連携した福祉

教育のメニューの提案や「ふくしのまなびサポーター」との車いす体験や白杖体験等の体験型

学習の支援に取り組みます。 

（２）地域の中で福祉に触れる機会の充実  

児童生徒に早い段階からボランティア体験や当事者と接する機会を提供することにより、地

域での支え合い、助け合いの心を育み、積極的にボランティア活動や地域福祉活動に関わる人

材の育成に取り組みます。  

（３）地域共生社会への理解と認め合える心を育む 

小中学校や関係機関とさらに連携を強化し、児童生徒が自分達も地域共生社会の一員である

ことの認識や理解を深め、相手の立場になって考え行動できる思いやりの心が育まれるよう取

り組みます。 

○福祉教育推進事業の実施  

・福祉教育実践普及校指定事業の実施 

・福祉作文募集事業の実施 

   ・福祉（体験）学習の支援  

   ・小・中学生ボランティア体験事業の実施 

 

推進目標４ 高齢者を支える相談・生活支援の充実 

【取り組み内容】 

（１）生活支援の充実 

   高齢者が住み慣れた地域で安心した生活が続けられるよう、引き続き交流の場や情報交換の

場、生きがいづくりの場を提供するとともに、岩沼市や関係機関、団体と連携し生活支援に努

めます。 

（２）相談支援の充実 

   高齢者が日々の生活の中での相談が気軽にできるよう、社協だよりやＳＮＳを通じて、相談

窓口の情報提供に努めます。また、民生委員や地域福祉推進員と連携し、気になる高齢者の情

報収集に努めます。相談については、居宅介護支援事業や地域包括支援センターの本会内の連

携はもとより、他の地域包括支援センター、各相談機関との連携をさらに強化し、相談支援の

充実に努めます。 
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（３）介護保険サービスの充実 

   介護保険サービスにおいても、提供するサービスの向上に努めるとともに、地域におけるセ

ーフティネット機能としての役割も担う福祉サービス事業を継続します。さらに、認知症にな

っても地域で生活できるよう、また、要介護又は要支援状態にある高齢者に質の高い介護保険

サービスが提供できるよう、デイサービスセンターさとのもり、居宅介護支援事業所、地域包

括支援センターの連携を強化し、介護保険サービスの充実に努めます。  

  ○高齢者支援事業 

   ・ひとり暮らし高齢者等交流事業の実施  

   ・研修会の開催 

○指定居宅介護支援事業所運営事業の実施  

○岩沼市デイサービスセンターさとのもり運営事業の実施  

○岩沼市生活支援体制整備事業の受託実施  

○岩沼市敬老のつどいの受託実施  

○岩沼市介護家族教室事業の受託実施  

○岩沼市高齢者等世話付住宅（シルバーハウジング）生活援助員派遣事業の受託実施  

○要介護認定調査事業の受託実施 

  ○岩沼市避難行動要支援者個別避難計画作成事業の受託実施 

○地域包括支援センター運営事業の受託実施（岩小学区）  

○日常生活自立支援事業（まもりーぶ）の受託実施  

 

推進目標５ 障害児・者を支える相談・生活支援の充実 

【取り組み内容】 

（１）計画相談支援の充実 

   障害児・者が、住み慣れた地域で自分らしい生活を送るためには、適切な福祉サービスを利

用することが重要です。数多くある福祉サービスから自分に合ったものを選択し組み合わせて

いくことは簡単なことではありません。計画相談支援では、障害児・者一人ひとりの意思を確

認し、生活状況に応じた福祉サービスの利用計画を作成するとともに、その実現に向けた支援

を行い、利用者が安心して地域生活を送ることができるよう努めます。  

（２）障害者等相談支援の推進 

   障害児・者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言その他福祉サービスの利用支援

等、必要な支援を行うとともに、虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連絡調整

その他権利擁護のために必要な援助を行います。また、計画相談支援の対象にならない事例等

への継続的な対応やアウトリーチを含め、担当地域の「相談の入口（総合相談窓口）」として

幅広く対応できるよう支援に努めます。  

（３）日常生活自立支援事業の推進 

   判断能力が低下しても安心した生活が続けられるよう、福祉サービス利用に関する相談・助

言や、それに伴う日常的な範囲の金銭管理や生活変化の見守りを、宮城県社会福祉協議会と連

携を強化し実施します。  

○指定相談支援事業所運営事業の実施 

  ○岩沼市障害児者等相談支援事業の受託実施（南小学区及び玉小学区）  

○日常生活自立支援事業（まもりーぶ）の受託実施（再掲） 

 

推進目標６ 生活困窮者を支える相談・生活支援の充実 

【取り組み内容】 

（１）相談機能の充実 

   相談支援については、定例会等を通して他の相談機関や相談員同士の連携をより強化す

るとともに、各種制度と連動することにより相談機能を充実・強化します。 

   生活困窮者自立支援事業、生活福祉資金貸付事業や愛の福祉短期貸付金貸付事業の連携
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をさらに強化し、相談・支援体制の充実を図ります。 

（２）生活困窮者への自立相談支援の充実 

  生活困窮者に対し様々な視点を持って相談対応を行い、本人の状況や意思を十分に確認

した上で、自立相談支援を実施するとともに、支援の効果を定期的に評価しながら自立ま

でを包括的・継続的に支援します。また、必要な情報や専門的な助言を行い、早期に生活

を再生するための支援に努めます。 

   大規模災害等が発生した場合にも、岩沼市をはじめ宮城県社会福祉協議会、関係機関・

団体等と連携し、被災等により一時的に生活困窮となった世帯へ緊急小口資金等の貸付相

談を通して支援に努めます。 

（３）生活困窮者を支えるネットワークの強化 

   生活困窮者に対し安定した生活が維持できるよう、関係機関や子ども食堂等の団体と連

携して各種支援事業・制度を活用し、自立に向けた相談支援を行います。 

   複合的な問題を抱える生活困窮者を早期発見し、問題解決が図られるよう関係機関との

ネットワークのさらなる強化・構築に努めます。 

○愛の福祉短期貸付金貸付事業の実施 

○歳末たすけあい配分金事業の実施  

○岩沼市生活困窮者自立支援事業の受託実施 

  ○生活福祉資金貸付事業の受託実施 

  

推進目標７：地域を支えるための基盤強化 

【取り組み内容】 

（１）広報啓発活動の充実 

社協だよりやホームページの内容の充実に努め、特に相談窓口の周知、本会活動のＰＲ、各

種講座の案内やボランティアに関する情報提供に力を入れ取り組みます。また、公式ＬⅠＮＥ

を活用した情報発信、さらには、初期相談等に対応できるよう整備に努めます。  

地域福祉を推進するためには、市民の協力が必要不可欠です。本会の活動をより身近に感じ

てもらえるよう、様々な機会を捉え情報提供や活動のＰＲに努めます。 

（２）職員の資質の向上 

   地域福祉を推進するためには、職員一人ひとりの知識、技術、対応力等をさらに向上させて

いく必要があります。そこで、職場での日常業務を通じて、上司や先輩が部下や後輩に知識や

スキルを伝えるＯＪＴ、職責や職務に応じた研修を通じて職員の資質向上を図るとともに、職

員へのコンプライアンスの徹底に努めます。 

（３）地域福祉活動計画の周知・進行管理 

   地域福祉活動計画の進行管理については、第２次計画における事業の進捗状況を踏まえ、関

係機関・団体並びに市民の代表などの協力を得ながら事業の評価、見直しを図り、計画の適切

な進行管理に努めます。また、市民に対し社協だよりやホームページ等を活用し、計画の周知

に努めます。 

  ○広報啓発事業の実施 

・社協だよりの発行 

   ・ホームページやＳＮＳの活用 

○地域福祉活動計画推進事業の実施 

 ・地域福祉活動計画の進行管理及び周知 

○役職員研修事業の実施  

  ○法人運営事業の推進 

・経営・財政基盤の安定化 

  ○大規模災害時相互支援協定等連携事業及び活動  

   


